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自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
る 

 

東
京
川
西
会
副
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡 

部 

隆 
夫 

（
玉
庭
） 

 

 

 

令
和
８
年
も
３
ヵ
月
が
過
ぎ
春
爛
漫
の

日
々
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
森
田
会
長
よ
り
会

報
へ
の
寄
稿
の
依
頼
が
あ
り
、
力
不
足
で
は

あ
り
ま
す
が
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
平
成
27
年
12
月
の
研
修
会
に
お

い
て
「
犯
罪
の
手
口
と
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
の
方
策
」
と
題
し
講
演
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
は
被
害
に
遭
っ
て
い
な

い
と
信
じ
て
い
ま
す
が
、
再
度
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
て
「
振
り
込
め
詐
欺
」
等
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
最
近
の
事
例
を
含
め
て

お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

以
前
は
親
族
等
を
名
乗
り
「
会
社
の
小
切

手
の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
電
車
に
置
き
忘
れ

た
」
、「
妊
娠
を
さ
せ
て
し
ま
い
慰
謝
料
が
必

要
だ
」
と
言
っ
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
主
流
で

し
た
が
、
最
近
は
警
察
官
や
刑
事
を
名
乗
る

人
物
か
ら
「
あ
な
た
の
銀
行
口
座
が
特
殊
詐 

 
 

 
 

欺
に
使
わ
れ
て
い
る
」

と
か
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ビ
デ

オ
通
話
に
誘
導
し
警
察

手
帳
や
逮
捕
状
の
様
な

紙
面
を
見
せ
る
」
等
し

て
保
釈
金
な
ど
の
名
目

で
金
品
を
要
求
す
る
手 

口
が
多
い
よ
う
で
す
。
犯
罪
捜
査
に
携
わ
る

警
察
官
や
刑
事
は
身
分
を
伏
せ
ま
す
し
、
逮

捕
予
定
の
人
物
に
は
接
触
は
し
な
い
し
声

も
掛
け
ま
せ
ん
。
ま
し
て
逮
捕
状
を
見
せ
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
警
察
官
を
名

乗
る
者
か
ら
の
電
話
等
は
詐
欺
を
疑
っ
て

く
だ
さ
い
。
他
に
は
「
医
療
費
や
税
金
の
還

付
金
が
あ
り
ま
す
。
」
等
の
還
付
金
詐
欺
が 

                 

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
還

付
金
等
は
自
分
で
請
求
し
な
け
れ
ば
返
金

し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
未
払
い
金
が
あ
る
等
の
名
目
で
料
金

を
請
求
す
る
「
架
空
料
金
請
求
詐
欺
」
、「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
」
や
最
近
は
「
金
、
銀
へ

の
投
資
詐
欺
」
等
い
ろ
い
ろ
な
手
法
で
の
詐

欺
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
公
的
機
関
の
者
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を
受
取
に
は
来
ま

せ
ん
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
金
は
受
け
取
れ
ま
せ

ん
。
電
話
や
、
ネ
ッ
ト
で
の
投
資
等
で
【
お

金
】
の
話
が
出
た
ら
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ

い
。
自
分
の
財
産
は
自
分
で
守
り
楽
し
い
人

生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

堅
苦
し
い
文
章
で
す
み
ま
せ
ん
。 

                 

新
年
度
、
思
い
を
新
た
に 

川
西
町
長 

 
 
 

 
 

 
 

  
 
 
 

茂 

木 
 

晶 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
小
松
） 

 

令
和
６
年
４
月
29
日
に
町
長
に
就
任

し
、
早
い
も
の
で
２
年
が
経
と
う
と
し
て

お
り
ま
す
。 

町
制
70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
な

が
ら
、
町
で
は
置
賜
総
合
病
院
周
辺
の
メ

デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
の
整
備
や
旧
役
場
跡
地

へ
の
交
流
拠
点
の
整
備
な
ど
様
々
な
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
年
度
は
本
町
の
「
第
６
次
川

西
町
総
合
計
画
」
が
始
動
す
る
年
で
あ
り

ま
す
。
川
西
町
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
と

し
た
「
わ
た
し
も
あ
な
た
も
満
た
さ
れ
る

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、「
共
感
」、「
共
創
」、

「
共
生
」
を
計
画
の
柱
と
し
、
若
者
や
女

性
、
多
様
な
人
々
が
活
躍
で
き
る
川
西
町

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

一
方
で
、
川
西
町
は
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
、
地
域
の
担
い
手
不
足
に
直
面
し
て

お
り
、
更
な
る
業
務
の
効
率
化
や
事
業
の

取
捨
選
別
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
削
減
の
み
で
は
改
善

は
見
込
ま
れ
ま
せ
ん
。
未
来
へ
の
投
資
が

な
け
れ
ば
地
域
の
将
来
展
望
が
築
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

勿
論
、
浪
費
と
な
ら
な
い
よ
う
機
会
を

 

 

第
四
十
回
定
期
総
会
と
懇
親
会
の
ご
案
内 

陽
春
の
候 
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
令
和
８
年
度
の
最
初
の
行
事
と
し
て
、
第
四
十
回
定
期
総
会
並
び
に
懇
親
会
を
左
記

要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
御
出
席
頂

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

記 

◆ 

日 

時 

二
〇
二
六
年
五
月
一
七
日
（
日
）
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り 

◆ 

会 

場 

主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ 
☎
〇
三
（
三
二
六
五
）
八
一
一
一 

 
 

 
 

 
 

Ｊ
Ｒ
四
ツ
谷
駅
（
麹
町
口
）
徒
歩
一
分
・
地
下
鉄
四
ツ
谷
駅
徒
歩
三
分 

◆ 

会 
 

費 

男
性
九
千
円 

 

女
性
八
千
円 

 

・ 

お
楽
し
み
抽
選
会
、
郷
土
の
特
産
品
の
販
売
等 

・ 

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
、
年
会
費
二
千
円
と
併
せ
て

参
加
費
を
五
月
七
日
ま
で
に
お
振
り
込
み
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

参
加
さ
れ
な
い
方
は
、
年
会
費
の
み
の
お
振
り
込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
里
「
東
京
川
西
会
」
会
長 

 
森 
田 

光 

雄 
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慎
重
に
見
定
め
、
官
民
問
わ
ず
町
全
体
の

「
稼
ぐ
力
」
を
育
て
て
い
き
な
が
ら
、
財

政
改
善
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。 

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
町
外
か

ら
、
ふ
る
さ
と
「
川
西
町
」
を
見
守
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
つ
つ
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

川
西
町
の
最
新
情
報 

 

▼
川
西
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
『
ま
ち
り
あ
』

が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す 

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
旧
役

場
跡
地
に
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
川

西
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
『
ま
ち
り
あ
』
が
、

５
月
２
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
よ
り
そ
う
、
つ

な
が
る
、
わ
く
わ
く
の
縁
側
」
で
す
。 

あ
た
た
か
な
縁
側
の
よ
う
に
、
特
別
な

目
的
が
な
く
て
も
誰
で
も
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
れ
、
立
場
や
世
代
を
超
え
て
集
え
る
場

所
を
目
指
し
ま
す
。 

ま
た
、
町
内
外
問
わ
ず
様
々
な
方
に
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
『
ま
ち
り
あ
』
で
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。 

川
西
町
に
お
越
し
に
な
っ
た
際
に
は
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

○
川
西
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
『
ま
ち
り
あ
』 

 

住
所 

川
西
町
大
字
上
小
松
１
５
６
７ 

 

開
館
時
間 

９
：
０
０
～
21
：
０
０ 

（
５
月
２
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
） 

 

休 

館 

日 

年
末
年
始
（
そ
の
他
、
臨

時
で
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

○
お
問
合
せ 

『
ま
ち
り
あ
』 

0
238

（33

）2604
 

（
５
月
７
日
（
木
）
よ
り
開
通
） 

町
政
策
推
進
課 

0
238

（42

）6604
 

                    

               

  

▼
ダ
リ
ア
球
根
販
売
会
を
開
催
し
ま
す 

色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
る
ダ
リ
ア

の
球
根
販
売
会
を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま

す
。
球
根
は
購
入
後
す
ぐ
に
植
え
付
け
で

き
る
よ
う
、
芽
を
出
し
た
状
態
で
販
売
し

ま
す
。
栽
培
ガ
イ
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

ほ
か
、
会
場
で
は
育
て
方
の
講
習
会
も
両

日
開
催
し
ま
す
。 

 

○
ダ
リ
ア
球
根
販
売
会 

 

開
催
日
時 

５
月
９
日
（
土
）
、
10
日

（
日
）
９
：
３
０
～
15
：
０
０ 

 

会
場 

川
西
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
『
ま
ち 
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り
あ
』
（
川
西
町
大
字
上
小
松
１
５
６
７
） 

○
お
問
合
せ 

川
西
町
観
光
交
流
協
会 

0
2
3
8

（5
4

）15
1
5
 

                   

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
『
ひ
め
さ
ゆ

り
ウ
ォ
ー
ク
』
を
開
催
し
ま
す 

か
つ
て
伊
達
氏
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て

整
備
さ
れ
た
『
小
松
城
址
』
、
全
長
75
ｍ

の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
『
天
神
森
古
墳
』
、

約
200
基
の
古
墳
か
ら
な
る
『
下
小
松
古
墳

群
』
を
巡
り
、
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
希
少
な
花
で
あ
る

『
ヒ
メ
サ
ユ
リ
』
を
鑑
賞
す
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
『
ひ
め
さ
ゆ
り
ウ
ォ
ー

ク
』
を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

○
ひ
め
さ
ゆ
り
ウ
ォ
ー
ク 

 

開
催
日
時 

６
月
13
日
（
土
）
11
：

０
０
集
合
、
16
：
０
０
頃
解
散
見
込
み 

 

行 

程 

羽
前
小
松
駅→

天
神
森
古
墳 

→

小
松
城
址→

下
小
松
古
墳
群→

長
堀
堰→

羽
前
小
松
駅 

 

参 

加 

費 

無
料
（
参
加
に
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
） 

○
お
問
合
せ
・
お
申
込
み 

町
商
工
観
光
課 
0
238

（42

）6668
 

                

         

                      

 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
里
「
東
京
川
西
会
」 

第
四
十
回
定
期
総
会
＆
懇
親
会
次
第 

 

第
一
部 

総 

会 

１ 

会
長
あ
い
さ
つ 

２ 

ご
来
賓
紹
介 

ご
来
賓
祝
辞 

３ 

議
長
選
出 

４ 

議 

題 

第
一
号 

令
和
七
年
度
事
業
報
告 

第
二
号 

令
和
七
年
度
決
算
報
告 

第
三
号 

令
和
七
年
度
会
計
監
査
報
告 

 

第
四
号 

令
和
八
年
度
事
業
計
画
（
案
） 

 

第
五
号 

令
和
八
年
度
会
計
予
算
（
案
） 

５ 

議
長
解
任 

６ 

閉
会
の
こ
と
ば 

 

[

休
憩
十
分] 

 

第
二
部 

交
流
懇
親
会 

１ 

開
宴
の
こ
と
ば 

２ 

乾
杯 

３ 

懇
談 

４ 

お
楽
し
み
抽
選
会 

５ 

ふ
る
さ
と
合
唱 

 
 

 

町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
で
上
映

さ
れ
た
記
念
映
像
約
７
分
を
上
映
す
る
方

向
で
検
討
中
で
す
。 
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第２号議案

科    目 予算額 決算額 増　減 摘　　　　　　　　要

 前年度繰越金 405,024 405,024 0

 年会費 210,000 212,000 2,000  @2,000*106人

 助成金 81,000 81,000 0  川西町

 広　告 45,000 51,000 6,000  会報広告掲載料

 定期総会 500,000 451,500 -48,500  出席者５８名

 黒べこツアー 0 0 0  中止

 芋煮会 550,000 0 -550,000  中止

 研修・忘年会 180,000 138,000 -42,000  参加者２３名

 寄附金 0 11,000 11,000  2名

 雑収入 60 452 392  預金利息

 合計金額 1,971,084 1,349,976 -621,108

科    目 予算額 決算額 増　減 摘　　　　　　　　要

 定期総会 500,000 425,633 -74,367  会場費、懇親会

 黒べこツアー 0 0 0  中止

 芋煮会 550,000 0 -550,000  中止

 研修・忘年会 180,000 153,002 -26,998  研修会、懇親会

 会議費 120,000 133,628 13,628  役員会、責任役員会

 会報発行費 75,000 67,853 -7,147  会報印刷代

 通信費 100,000 85,322 -14,678  電話、切手、ハガキ他

 印刷費 5,000 11,700 6,700  封筒印刷代他

 消耗品費 5,000 10,936 5,936  文具他

 振込手数料 20,000 19,121 -879  会費振込手数料負担金

 交流費 110,000 93,500 -16,500  友好団体総会出席他

 予備費 306,084 0 -306,084

 次期繰越金 0 349,281 349,281

 合計金額 1,971,084 1,349,976 -621,108

　　　　　　　　令和７年度一般会計決算報告

　[収入の部] 令和7年4月1日～令和8年3月31日

　[支出の部]

次期繰越金 349,281円の内訳　　　１ 現金78,309円　　２ 郵便貯金 270,972円　

第1号議案 令和７年度事業報告
　令和7年4月 1日 ～ 令和8年3月31日

項　　　目　　　・　　　内　　　容 備　　　考

 第1回役員会　　　　            総会について  中央区日本橋

 会報第98号発行

 第2回役員会　　　          　  総会について  千代田区神田

 第39回定期総会・懇親会  主婦会館プラザエフ

 第3回役員会　　    　  総会結果と今後の予定  中央区日本橋

 ふるさと長井会総会代表参加  大田区蒲田

 第1回責任役員会　　　　  今後の活動について  千代田区内神田

 神奈川地区行事　伊豆下田温泉（～7日）  静岡県下田市

 東京飯豊会総会代表参加  荒川区東日暮里

 川西夏祭り参加  川西町役場等

 会報第99号発行

 第4回役員会　　  　　　  　いも煮会について  中央区日本橋

 東京南陽会総会代表参加  千代田区紀尾井町

 第5回役員会　　　  いも煮会役割分担について  千代田区内神田

 地酒と黒べこまつり代表参加  浴浴センターまどか

 川西町誕生70周年記念式典代表参加  フレンドリープラザ

 いも煮会・荒天のため中止  あきる野市

 東京玉庭会総会代表参加  主婦会館プラザエフ

 山形かわにしの暮らし展 自由参加  町田市薬師池公園

 第56回研修会・忘年会  港区新橋

 会報第100号発行

 第2回責任役員会　　　　  今後の活動について  千代田区内神田

 埼玉地区行事　　   　　　　　  蕎麦打ち体験  埼玉県加須市

令和7年  9月15日

年　月　日

令和7年  4月 5日

令和7年  4月15日

令和7年  5月10日

令和7年  5月18日

令和7年  6月 7日

令和7年  6月22日

令和7年  6月28日

令和7年  7月 6日

令和7年  7月27日

令和7年  8月10日

令和8年 2月21日

令和7年  9月20日

令和7年  9月23日

令和7年10月11日

令和7年10月18日

令和7年10月19日

令和7年10月26日

令和7年11月02日

令和7年11月22日

令和7年12月 6日

令和8年 1月15日

令和8年 1月17日



令和 8 年 4 月 15 日発行      アルカディアの里 ｢東京川西会｣              第 101 号 

5 

                                

                                

                                

                                

 

 

第３号議案

　令和７年度について、各帳簿・関係書類を監査した結果、適正に処理されていると認めましたので報告

いたします。

令和8年4月11日

　　　　　　　　　　監事　　　高橋　宮雄

　　　　　　　　　　監事　　　髙橋　雅彦

会　計　監　査　報　告

 

第４号議案 令和８年度事業計画（案）

令和8年4月  1日 ～ 令和9年3月31日

項　　　目　　　・　　　内　　　容 備　　　考

 第1回役員会　　　　　　　　総会について  千代田区神田

 会報第101号発行

 第2回役員会　　　　　　　　総会について

 第40回定期総会・懇親会  主婦会館プラザエフ

 第3回役員会　　　　総会結果と今後の予定

 ふるさと長井会総会代表参加  大田区

 神奈川地区行事（～6日）  群馬県伊香保温泉

 第1回責任役員会　　　今後の予定について

 東京飯豊会総会代表参加  荒川区東日暮里

 川西夏祭り参加  川西町役場等

 会報第102号発行

 第4回役員会　　　　　　いも煮会について

 東京南陽会総会代表参加

 第5回役員会　　いも煮会役割分担について

 地酒と黒べこまつり  浴浴センターまどか

 いも煮会準備・町との懇親会  あきるの市

 いも煮会  あきるの市

 東京玉庭会総会代表参加  主婦会館プラザエフ

 山形かわにしの暮らし展（～22日）  町田市薬師池公園

 第57回研修会・忘年会  港区新橋

 会報第103号発行

 第2回責任役員会　　　今後の活動について

 埼玉地区行事　　　　  　　蕎麦打ち体験会  埼玉県加須市

令和8年  9月15日

年　月　日

令和8年  4月11日

令和8年  4月15日

令和8年  5月 9日

令和8年  5月17日

令和8年  6月20日

令和8年  6月21日

令和8年  7月 5日

令和8年  7月11日

令和8年  7月26日

令和8年  8月 8日

令和9年 2月27日

令和8年 9月19日

令和8年 9月22日

令和8年10月10日

令和8年10月17日

令和8年10月24日

令和8年10月25日

令和8年11月  1日

令和8年11月21日

令和8年12月12日

令和9年 1月15日

令和9年 1月23日
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埼
玉
地
区
第
２
回
蕎
麦
打
ち
体
験

教
室
に
参
加 

 

柏
市
在
住 

理
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

齋 

藤 

敬 

二 

（
中
郡
） 

 

２
月
21
日
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
そ

ば
打
ち
体
験
教
室
が
埼
玉
県
加
須
市
内
で

催
さ
れ
、
今
年
も
柏
市
か
ら
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
僅
か
に
６

名
、
参
加
の
目
的
は
ど
な
た
も
そ
ば
打
ち

の
体
験
で
は
な
く
て
打
ち
た
て
の
美
味
し

い
お
そ
ば
を
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
っ
た
よ

う
で
す
。 

                

蕎
麦
打
ち
名
人
、
本
会
の
渡
部
隆
夫
副

会
長
に
よ
る
「
二
八
そ
ば
打
ち
シ
ョ
ー
タ

イ
ム
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ば
粉
と
つ

 

 

第５号議案

科    目 本　年 前　年 増　減 摘　　　　　　　　要

 前年度繰越金 349,281 405,024 -55,743

 年会費 220,000 210,000 10,000  @2,000*110会員

 助成金 81,000 81,000 0  川西町

 広告収入 45,000 45,000 0  会報広告掲載料

 総会参加費 528,000 500,000 28,000  出席者６０名

 芋煮会参加費 550,000 550,000 0  参加者８０名

 研修・忘年会 180,000 180,000 0  参加者３０名

 寄附金 0 0 0

 雑収入 500 60 440  預金利息

 合計金額 1,953,781 1,971,084 -17,303

科    目 本　年 前　年 増　減 摘　　　　　　　　要

 総会費 528,000 500,000 28,000  会場費、懇親会

 芋煮会 550,000 550,000 0  材料費、会場費他

 研修・忘年会 180,000 180,000 0  研修会・懇親会費用

 会議費 135,000 120,000 15,000  理事会、責任役員会

 会報発行費 70,000 75,000 -5,000  印刷代

 通信費 90,000 100,000 -10,000  電話、切手、ハガキ他

 印刷費 12,000 5,000 7,000  各種印刷代

 消耗備品費 10,000 5,000 5,000  文具、コピー代他

 振込手数料 20,000 20,000 0  会費振込手数料負担金

 交流費 60,000 110,000 -50,000  川西夏祭り、友誼団体総会出席

 予備費 298,781 0 298,781

 次期繰越金 306,084 -306,084

 合計金額 1,953,781 1,971,084 -17,303

      令和８年度一般会計予算（案）

[収入の部] 令和8年4月1日～令和9年3月31日

[支出の部]
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な
ぎ
粉
を
篩
（
ふ
る
い
）
に
か
け
、
回
し
、

擦
り
合
わ
せ
、
つ
や
出
し
、
練
り
、
菊
も

み
、
へ
そ
出
し
、
丸
出
し
、
四
つ
出
し
、 

                             

あ
ら
の
し
、
本
の
し
、
包
丁
切
り
と
、
見

事
な
巧
み
な
技
を
じ
っ
く
り
と
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

                           
 

  

打
ち
上
が
る
と
早
々
に
酒
宴
の
準
備
へ
。

渡
部
名
人
を
囲
み
な
が
ら
「
カ
ン
パ
ー
イ

‼
」
茹
で
た
て
の
そ
ば
は
「
ん
め
な
！
ん 

め
な
！
」
と
そ
ば
談
義
と
他
愛
の
な
い
話

で
盛
り
上
が
り
楽
し
く
美
味
し
い
ひ
と
と

き
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

計
画
か
ら
準
備
、
教
室
開
催
ま
で
ご
苦

労
を
い
た
だ
き
ま
し
た
渡
部
隆
夫
副
会
長

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

―

雑
学―

 
 

年
越
し
に
な
ぜ
そ
ば
な
の
？ 

・
そ
ば
は
長
く
伸
び
る
の
で
、
寿
命
を
延

ば
し
家
運
を
伸
ば
す
と
さ
れ
る 

・
そ
ば
は
切
れ
や
す
い
の
で
一
年
の
苦
労

や
厄
災
を
き
っ
ぱ
り
断
ち
切
っ
て
新
年
を

迎
え
る
と
さ
れ
る 

・
金
銀
細
工
師
が
散
ら
ば
っ
た
金
粉
を
集

め
る
の
に
そ
ば
粉
を
使
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
金
運
を
呼
ぶ
と
さ
れ
る 

・
鎌
倉
時
代
、
九
州
博
多
の
承
天
寺
で
年

を
越
せ
な
い
町
人
に
「
世
直
し
そ
ば
」
を

振
舞
っ
た
と
こ
ろ
翌
年
か
ら
運
が
向
い
て

き
た
の
で
運
そ
ば
と
呼
ば
れ
て
大
晦
日
に

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る 

 
そ
ば
を
「
打
つ
」
と
表
現
す
る
の
は
？ 

・
生
地
を
麺
棒
で
伸
ば
す
際
に
「
打
つ
（
叩

く
）」動
作
が
含
ま
れ
る
こ
と
や
中
国
か
ら

伝
わ
っ
た
麺
類
を
作
る
技
術
（
打
麺
だ
ー

め
ん
）
が
由
来
で
あ
る 

 

神
奈
川
地
区
行
事
の
ご
案
内 

「
盛
夏
の
旅
行
」
参
加
者
募
集 

 
 

昨
年
は
伊
豆
下
田
方
面
へ
の
神
奈
川

地
区
行
事
が
開
催
出
来
て
、
楽
し
い
旅
行

で
し
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
開
催
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
お
住
ま
い
の
都
県
に
は
こ
だ
わ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
合

わ
せ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

行
き
先
：
群
馬
県 

伊
香
保
温
泉 

 
 

「
伊
香
保
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」 

 
 

℡
０
５
７
０‐

０
６
１‐

７
８
０ 

 
 

歴
史
を
持
つ
温
泉
郷
で
、
癒
し
湯
ざ
ん

ま
い
し
ま
せ
ん
か
。
夕
食
は
バ
イ
キ
ン

グ
で
の
飲
み
放
題
、
一
か
所
に
予
約
席

を
確
保
し
て
、
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

期 

日
：
令
和
８
年
７
月
５
日
～
６
日 

参
加
費
：
お
一
人 

１
５
，
３
０
０
円 

 
 

 

（
宿
泊
、
往
復
バ
ス
代
込
） 

募
集
人
員
：
先
着
２
３
名 

申
込
締
切
：
６
月
25
日
（
木
） 

キ
ャ
ン
セ
ル
料
： 

～
６
月
27
日
：
無
料 

 
 

28
日
～
前
々
日
：
20
％ 

 

前
日
：
40
％ 

 

当
日
：
50
％ 

集
合
場
所
：
①
池
袋
駅
西
口 

 
 

８
時
55
分
集
合 

９
時
10
分
出
発 

 
 

 
 

 

②
川
越
駅
西
口 

 
 

10
時
05
分
集
合 

10
時
20
分
出
発 

（
伊
東
園
ホ
テ
ル
ズ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

ま
た
は
ベ
ス
ト
を
着
た
ス
タ
ッ
フ
が

目
印
で
す
。
） 

 

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

 
 

神
奈
川
地
区
長 

名
取 

清
雄 

 
 

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
も 

 
 
 

０
４
４‐

９
２
２‐

４
８
４
２ 

 
 

当
日
携
帯
電
話 

0
9

0
-2

7
5

8
-8

3
5

1
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東
京
川
西
会 

会
報 

第
101
号 

発
行
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
里
」
東
京
川
西
会 

 

発

行

責

任

者 

会

長 

森 

田 

光 

雄 

編
集
者 

事
務
局
長 

 
 

鈴 

木 
 

茂 

 
 

〒3
6

2
-0

0
6

4
 

埼
玉
県
上
尾
市
小
敷
谷
一
〇
五
八
・
七
一 

 
 

T
E

L

・F
A

X
 

0
4

8
-7

2
5

-3
2

4
9

 

 
 

携
帯T

E
L 

 
 
0
9
0
-4

9
5
2
-3

3
9
7 

  

  

  
池
袋
駅
西
口 

               

川
越
駅
西
口 

              

事
務
局
だ
よ
り 

新
会
員
の
ご
紹
介 

安
部 

敏
郎 

様 

羽
村
市
在
住
（
大
塚
） 

 

井
場 

和
子 

様 

川
口
市
在
住
（
大
塚
） 

 

押
切 

和
子 

様 

小
平
市
在
住
（
大
塚
） 

 

大
島 

勝
利 

様 

港
区
在
住 

（
小
松
） 

 

お
悔
み 

 

高
橋 

清
幸 

様 

令
和
７
年
12
月 

 

高
橋 

良
暢 

様 

令
和
８
年
３
月 

 
 

清
幸
様
は
東
京
玉
庭
会
の
前
会
長
、

良
暢
様
は
長
く
副
会
長
兼
埼
玉
地
区
長

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

町
の
人
事
異
動 

 

東
京
川
西
会
ご
担
当
の
商
工
観
光
課
前

観
光
交
流
係
長
高
橋
和
久
様
は
地
域
整
備

課
に
異
動
さ
れ
、
同
係
主
任
の
嵐
田
匠
様

は
県
健
康
福
祉
部
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

新
ご
担
当
は
次
の
通
り
で
す
。 

観
光
交
流
係
長 

朽
木 

惇
ま
こ
と 

様 

同
係 

主
任 

 

川
崎 

俊
輔 

様 

同
係 

主
事 

 

髙
橋 

秀
仁 

様 

 

編
集
後
記 

 

４
月
１
日
か
ら
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

が
厳
格
化
さ
れ
、
自
動
車
と
ほ
ぼ
同
じ
規

制
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

16
歳
以
上
の
人
が
違
反
し
た
場
合
は
反

則
金(

青
切
符)

が
課
さ
れ
ま
す
。
自
転
車

関
連
事
故
は
年
間
約
７
万
件
、
自
転
車
乗

用
中
の
重
大
事
故
の
４
分
の
３
は
自
転
車

側
に
主
な
原
因
が
あ
る
そ
う
で
、
安
全
運

転
の
た
め
の
基
本
的
な
行
動
を
習
慣
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
狙
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
い
ず
れ
は
、
事
故
時
の
自
転
車

の
過
失
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
し
、
条
例
で
加
入
努
力
義
務
と
さ
れ
て

い
る
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
加
入
も
義
務

化
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
違

反
を
当
た
り
前
に
し
な
い
と
の
意
識
を
、

自
分
に
も
家
族
に
も
周
囲
に
も
徹
底
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
次
の
通
り

で
す
。 

① 

道
路
標
識
に
従
う 

止
ま
れ
の
一
時
停
止
は
、
停
止
線
手
前

で
一
旦
止
ま
り
、
安
全
を
確
認
し
て
徐
行

発
進
。
進
入
禁
止
や
一
方
通
行
の
標
識
は
、

自
転
車
も
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

② 

車
道
の
左
端
通
行
を 

歩
道
走
行
が
許
さ
れ
る
の
は
、
標
識
で

指
定
さ
れ
た
場
合
や
13
歳
未
満
・
70
歳
以

上
・
身
体
障
害
者
、
ま
た
は
車
道
が
危
険

で
止
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。
歩

道
で
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐

行
走
行
し
ま
す
。 

③ 

な
が
ら
運
転 

ス
マ
ホ
を
注
視
し
な
が
ら
の
運
転
、
イ 

ヤ
ホ
ン
を
両
耳
に
つ
け
て
の
運
転
は
厳
禁

で
す
し
、
こ
れ
で
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合

は
刑
事
罰
が
科
さ
れ
ま
す
。 

傘
さ
し
運
転
は
片
手
だ
け
で
な
く
、
ハ 

ン
ド
ル
固
定
型
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

④ 

そ
の
他 

夜
間
の
無
灯
火
走
行
、
飲
酒
運
転
、 

二

人
乗
り
が
禁
止
な
の
は
当
然
と
し
て
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
反
則
金
の
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
着
用
が
努
力
義
務
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
事
故
死
亡
者
の

53
％
が
頭
部
挫
傷
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

早
速
買
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
自
治
体
が

購
入
補
助
金
を
出
す
と
こ
ろ
も
多
い
の
で

確
認
し
て
下
さ
い
。 

 

さ
て
、今
回
、令
和
８
年
度
の
年
会
費
、

総
会
参
加
費
の
振
込
用
紙
を
同
封
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
総
会
に
参
加
さ
れ
な
い
方

も
、
５
月
７
日
ま
で
に
年
会
費
の
振
り
込

み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
総
会
費
は
、
物

価
高
等
の
た
め
や
む
な
く
500
円
の
値
上

げ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
振
込
み
を
持
っ
て
参

加
申
し
込
み
と
し
て
扱
い
ま
す
。 

        


